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刷
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行
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円
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〒
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五
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兼
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文
は
前
金
に
て
関
西
学
院
大
学
日
本
文

学
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御
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い
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た
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ま
す
。
振
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利
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さ
い
。
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―
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〇
五
八
五

）

一
年
分
（
送
料
共
）
三
、
〇
〇
〇
円

投
稿
・
執
筆
に
つ
い
て

一
、
執
筆
資
格
を
も
つ
も
の
は
、
日
本
文
学
会
会
員
、『
日
本
文
藝
研
究
』購
読
会
員
の
他
、

編
集
委
員
会
が
認
め
た
も
の
と
す
る
。

二
、
原
稿
内
容
は
日
本
文
学
お
よ
び
日
本
語
を
主
な
対
象
と
し
、未
公
刊
の
も
の
に
か
ぎ
る
。

三
、
研
究
論
文
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
で
三
十
五
枚
を
目
安
と
す
る
。
研
究
論
文
以

外
の
原
稿
に
つ
い
て
は
編
集
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

四
、
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
る
。

五
、
原
稿
の
採
否
は
、
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。

六
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
な
ど
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
は
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
を
電
子
化
ま
た
は
複

製
の
形
態
な
ど
で
公
開
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

二
〇
〇
二
年
十
月

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

編

集

後

記

第
六
十
一
巻
一
・
二
号
を
お
届
け
す
る
。
春
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
機
関
誌

の
発
行
回
数
を
年
二
回
に
移
行
す
る
上
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
合
併
号
の
体
裁
を
と
っ
た

が
、
そ
の
効
あ
っ
て
か
、
や
や
内
容
多
岐
に
わ
た
る
論
文
を
収
載
で
き
た
。
次
号
は
よ
り

多
く
の
論
文
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
が
、
課
題
は
他
に
も
あ
る
。
関
学
出
身

の
竹
中
郁
が
主
宰
し
た
「
羅
針
」
と
大
連
や
広
州
で
産
声
を
挙
げ
た
「
亜
」
や
「
銅
鑼
」

と
の
間
に
相
互
の
寄
贈
関
係
が
成
立
し
て
い
た
よ
う
に
、
内
輪
で
自
足
す
る
こ
と
な
く
、

外
部
の
研
究
者
や
機
関
誌
と
接
触
す
る
可
能
性
も
模
索
で
き
れ
ば
よ
い
、
と
考
え
る
。
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